
 

 

2025 年 2 月 19 日 

株式会社みずほ銀行 

みずほ証券株式会社 

 

 
環境省による第 6 回「ESG ファイナンス・アワード・ジャパン」を受賞 

～みずほ銀行が間接金融部門で金賞、みずほ証券が金融サービス部門で銅賞を受賞～ 

 

 

株式会社みずほ銀行（取締役頭取：加藤 勝彦）は、環境省が ESG 金融の普及・拡大に向け

て開催する第 6 回「ESG ファイナンス・アワード・ジャパン」において、間接金融部門の最優

秀賞である金賞（環境大臣賞）を受賞しました。 

また、みずほ証券株式会社（取締役社長：浜本 吉郎）は金融サービス部門（証券部門）で

銅賞を受賞しました。みずほ証券は第 2回（2020 年度）、第 3回（2021 年度）の銅賞、第 4回

（2022 年度）の銀賞、第 5 回（2023 年度）の銅賞に続き、証券会社として初めての 5 年連続

受賞となります。 

 

 

    

 

 

本アワードは、企業などのビジネスモデルを持続可能なものへと移行することを支え、環

境・社会・経済に対してインパクトを与える取り組みを促進する投資家、金融機関、金融サー

ビス事業者及びそれら資金を活用する資金調達者について、企業規模に関わらずインベストメ

ント・チェーンにおける役割に応じて優れた組織や先進的な取り組み、他の模範となるような

取り組みなどを評価・表彰し、広く社会で共有することにより、ESG 金融のさらなる普及・拡

大とその質の向上につなげることを目的として、環境省が創設したアワードです。 

 

 

 

 

みずほ銀行およびみずほ証券は以下の点が評価され、受賞に至りました。 



 

 

 

 

〈みずほ〉は、1873 年に日本で初めての銀行「第一国立銀行」として創業以来、いつの時代

も日本の産業構造転換を支え、社会をリードしてきました。世の中の変化を先読みする「産業

知見と技術の目利き力」、産官学のネットワークを背景にした事業や技術を「つなぐ力」、そし

て長年の資金の出し手としての経験に裏打ちされた「ファイナンスアレンジ力」は、〈みずほ〉

の強みと自負しています。 

今後も〈みずほ〉は、「ともに挑む。ともに実る。」というパーパスのもと、社会課題の解決

と持続的な経済成長の両立に向け、お客さまとともに取り組んでいきます。 

 

以 上 

【みずほ銀行】 

① 受賞部門：間接金融部門 

ESG 要素の考慮による取引先の価値向上や金融・非金融の取組を通じて、産業の競争力強化や地域

循環共生圏の構築等に資するポジティブなインパクトを創出している取り組みを表彰する部門 

② 評価された点 

 産業調査における強みを活かしてサステナビリティ・トランスフォーメーション(SX)を支援す

るビジネス戦略 

 我が国の脱炭素化の着実な支援と産業構造転換をリードすべく、現場と本部が連携してレベル

アップを図る取り組みの着実な進展 

 技術の研究開発・社会実装や商用化を支援するトランジション出資枠や価値共創投資の推進や

PCAF Japan 議長就任等ステークホルダーと連携した俯瞰的な取り組み 

 広範にわたる一連の取り組みに関して、経営の関与・サステナビリティガバナンスの実効性が

高い点 

【みずほ証券】 

① 受賞部門：金融サービス部門（証券部門） 

ESG 投資の拡大に貢献する債券等の発行支援（引受）や金融商品の販売により、環境・社会へのイ

ンパクトを創出すると期待される事業や企業等への資金供給を促進している取り組みを表彰する

部門 

② 評価された点 

 豊富なトラックレコードに裏付けされたエンゲージメント力を活かしたインパクト測定・マネ

ジメント（IMM）の取り組み強化と進捗 

 本邦初となる役員報酬との連動を債券特性とするサステナビリティ・リンク・ボンドの組成な

ど、新規性と波及性を有する取り組み 


